
1 9 9 4 年度平城宮跡・平城京跡出土木簡

平城宮跡発掘調査部

1 9 9 4 年度の調査では、平城宮跡調査の１カ所と平城京跡の１カ所から、計8 7 5 点の木簡が出土した。

概要は『平城宮発掘調査出土木簡概報』( 3 1 ）で報告するので、ここでは主要なもののみを報告する。

小子門および東一坊大路（第2 4 8 - 1 3 次調在）小子門南の束一坊大路西側溝から1 7 点（うち削屑１４

点) 、二条大路南側溝の束一坊大路東側溝との合流点付近から１点出土した。

平城京左京七条一坊十六坪（第2 5 2 . 2 5 3 次調益）平城京左京七条一坊十六坪の調査で木簡が出土し

たのは、六条大路北側溝と東一坊大路西側溝である。六条大路北側溝からは３点出土した。一方、東

一坊大路西側溝では奈良時代の堆祇層から、木簡が総計8 5 4 点（うち削屑4 9 6 点）出土した。木簡に記

された年紀は、天平２年から宝亀７年にわたる。その他「道」字の木印があるが、捺すと左文字。

木簡の中には、官司関係のものが多く、「皇后宮職解｣ ( ⑤）や、中務省から衛門府に宛てた移

( ⑥) 、「諸司_ I からの文普を貼り継いだ巻子に用いられた題識軸（⑨）などがある。まだ衛門府（⑥⑦

⑮）や右兵衛府など、衛府にかかわるものが目立つ。

⑯は門の警備にあたる「列」の歴洛であるが、「中大伴門」の門号は注目される。弘仁陰陽寮式土牛

条逸文に見える「大伴門」は、朱雀門に相当する。したがって「中大伴門」は朱雀門に関連し、平城

宮内の門の門号とみられるが、「中」から想起されるのが、『続側本紀』天平神謹２年５月戊午条の

｢ 中壬生門」で､ ある。この門が壬生門なのか、その一つ内側の門か説が分かれるが、類例の出現によ

り、「中十宮城門」という形で、宮城門の内側にある中門（養老令では宮門）相当門を表す可能性が強

くなったであろう。そうであれば「中大作門」は朱雀門の北側の、第一次朝堂院南門にあたろう。こ

う推定できれば、平安宮では朱雀門の北側にあたる朝集殿院南門が、大伴門から派生した「応天門」

という名で呼ばれるようになることも、より理解しやすくなった。そして中門の警護は衛門府と衛士

府が担当したから（宮術令集解宮閤門条所引古記説) 、「中大伴門」を守る「三龍列」は門部ないしは

衛士であろう。同木簡に見える「曽雅門」については、蘇我氏との関連が想起されるが不詳。

⑳から⑳までは、ほぼ同形の２点分の琴形に墨書のあるものである。⑳と⑳が上板で、＠と⑳は底

板。⑳⑳はともに下端にのみ、目玉状の丸を墨で描いた部分が残存するが、本来は上端にもあり、底

板から斜めに立ち上がり、前後の側板となっていたとみられる。これらとは別に逆台形の左右の側板

が出土しており、鋸歯状模様を墨線で描く。それらを組み合わせると、船のような形になる。そうす

ると⑳⑳下端の墨円は、紬先ないしは砿部分に描かれていることになるが､ 『吉備大臣入唐絵巻』に見

える吉備真備の乗る遣唐使船の紬先には、眼が描かれている。二つの墨円はそれに類似するが、墨円

部分を折り曲げるために⑳に刃でつけた筋の跡からすると、文字や墨円は内側になる可能性がある。

なお⑳⑳⑳の墨書は内容的に習書であるが、共通する字がある。また＠は他の習書とは趣を異にす

るが、四点ともに同筆・同材とみられる。いずれの文字も、琴形の板の１１: ' に上下はおさまり、左右も

ほぼおさまるが、⑳材の右端にある墨付きは、＠の三字目の「道_ I のしんI こようの左下に続くものと

みられることからすると、少なくとも⑳と⑳は、字を書いてから板を切ったことになる。祭祁に用い

たとみられる琴形に文字、それも多くは習書を記した意味はわからない。

このように内容的に注目される木簡が多いが、大路の側溝から出土したことから、これらを一括史

料･ として扱えるか、また廃棄場所はどこかという問題が残る。平安京では、京内に左右衛門府町・左

右兵衛府町などがあったことからすると、平城京内の同種の施設からの廃棄、あるいは側溝上流にあ

たる平城宮からの廃棄という可能性も考えられよう。（舘野和己）
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